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(57)【要約】
　本発明は、所与のシート抵抗Ｒ１を有する透明なアノ
ードと、所与のシート抵抗Ｒ２を有し、ｒ比＝Ｒ２／Ｒ
１が０．１と５の間であるカソード（３）と、第１の適
合アノード電気コンタクトと、各適合アノードコンタク
ト（４１）の各箇所Ｂ１において当該適合アノード電気
コンタクト（４１）に関してオフセットしている第１カ
ソード電気コンタクト（５ａ、５ｄ）とを含み、箇所Ｂ
１と箇所Ｂ１に最も近いコンタクト面の箇所Ｃ１との間
の距離Ｄ１を規定するとともに、箇所Ｂ１と、Ｃ１を通
過して能動ゾーンの第１端部（２１）と反対側の第２端
部（２２）の箇所Ｘ１との間の距離Ｌ１を規定していて
、以下の基準、すなわち、０．１≦ｒ＜１．７５である
場合２０％＜Ｄ１／Ｌ１、１．７５≦ｒ＜２．５である
場合２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜９０％、２．５≦ｒ＜３であ
る場合２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜８０％、又は３≦ｒ≦５で
ある場合２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜７０％、が規定され、反
射体（６）が能動ゾーン（２０）を覆っている、ＯＬＥ
Ｄデバイス（１００）に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１主面（１０）を有する透明基材を含んでなるいわゆるＯＬＥＤ有機発光ダイオード
デバイス（１００～２００、１０００）であり、当該透明基材は、前記第１主面から始ま
って、
　・透明で、所与のシート抵抗Ｒ１のアノード（１）を形成している下部電極、
　・前記アノードの上方の有機発光システム（２）、
　・前記有機発光システムの上方のカソード（３）であり、所与のシート抵抗Ｒ２を有し
、ｒ比＝Ｒ２／Ｒ１が０．１～５の範囲であるカソード（３）を形成している上部電極、
をこの順序で含んでなる積重体を含み、前記アノード、有機発光システム及びカソードが
共通のいわゆる能動ゾーン（２０）を画定しているＯＬＥＤデバイスであって、当該ＯＬ
ＥＤデバイスは、
　・前記能動ゾーン（２０）の第１端部（２１）に沿って、第１テーラードアノード電気
コンタクト（４１）、あるいは複数のテーラードアノード電気コンタクト、
　・前記テーラードアノード電気コンタクト（４１）とオフセットしていて、コンタクト
面と称される所与の面（５）を有する第１カソード電気コンタクト（５’５、５ａ、５ｄ
）、
を含み、
　各テーラードアノードコンタク（４１）の任意の箇所Ｂ１について、前記箇所Ｂ１と前
記箇所Ｂ１に最も近い前記コンタクト面の箇所Ｃ１との間の距離Ｄ１を規定するとともに
、前記箇所Ｂ１と、Ｃ１を通過して前記能動ゾーンの前記第１端部（２１）と反対側の第
２端部（２２）の箇所Ｘ１との間の距離Ｌ１を規定していて、以下の基準、すなわち、
　・０．１≦ｒ＜１．７５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ＜２．５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜９０％、
　・又は２．５≦ｒ＜３である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜８０％、
　・あるいは３≦ｒ≦５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜７０％、
が規定され、
　そして当該ＯＬＥＤデバイス（１００）は、前記有機発光システム（２）の上方に、前
記第１面（１０）から離れて、前記能動ゾーン（２０）を覆う反射体（６）を含んでなる
、ＯＬＥＤデバイス（１００～２００、１０００）。
【請求項２】
　第１主面（１０）を有する透明基材を含んでなるいわゆるＯＬＥＤ有機発光ダイオード
デバイス（１０００）であり、前記第１主面から始まって、
　・透明で、所与のシート抵抗Ｒ１のアノード（１）を形成している下部電極、
　・前記アノードの上方の有機発光システム（２）、
　・前記有機発光システムの上方のカソード（３）であり、所与のシート抵抗Ｒ２を有し
、ｒ比＝Ｒ２／Ｒ１が０．１～５の範囲であるカソード（３）を形成している上部電極、
をこの順序で含んでなる積重体（１００ａ～１００ｄ）を２以上の数のｎ個含む透明基材
を含んでなり、前記アノード（１）、有機発光システム（２）及びカソード（３）が共通
のいわゆる能動ゾーン（２０ａ、２０ｄ）を画定しているＯＬＥＤ有機発光ダイオードデ
バイスであって、
　前記積重体は直列に接続されており、あるいは直列に接続することができ、そして前記
積重体のうちの少なくとも１つについて、好ましくはｎ個の積重体のうちの大部分あるい
はおのおのについて、当該ＯＬＥＤデバイスは、
　・前記能動ゾーン（２０）の第１端部（２１）に沿って、第１テーラードアノード電気
コンタクトあるいは複数のテーラードアノード電気コンタクト（４１、４１ａ～４１ｄ）
、
　・前記テーラードアノード電気コンタクト（４１）とオフセットしていて、コンタクト
面と称される所与の面（５）を有する第１カソード電気コンタクト（５’、５ａ～５ｄ）
）、



(3) JP 2015-503823 A 2015.2.2

10

20

30

40

50

を含んでおり、
　各テーラードアノードコンタクト（４１）の任意の箇所Ｂ１について、前記箇所Ｂ１と
前記箇所Ｂに最も近い前記コンタクト面の箇所Ｃ１との間の距離Ｄ１を規定するとともに
、前記箇所Ｂ１と、Ｃ１を通過して前記能動ゾーンの前記第１端部（２１）と反対側の第
２端部（２２）の箇所Ｘ１との間の距離Ｌ１を規定していて、以下の基準、すなわち、
　・０．１≦ｒ＜１．７５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ＜２．５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜９０％、
　・２．５≦ｒ＜３である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜８０％、
　・３≦ｒ≦５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜７０％、
が規定されている、ＯＬＥＤデバイス（１０００）。
【請求項３】
　前記コンタクト面（５、５’、５ａ～５ｄ）がベタの面、格子状の面であることを特徴
とする、請求項１又は２記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項４】
　前記カソードコンタクト（５）が、特に１．７５≦ｒである場合、前記アノードゾーン
（２０）の上方にあり、あるいは前記カソードコンタクト（５’）が、特にｒ＜１．７５
である場合、前記能動ゾーンの外側にあることを特徴とする、請求項１～３のうちの１項
に記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項５】
　前記カソードコンタクト（５）が前記能動ゾーン（２０）の上方にあって、当該能動ゾ
ーン（２０）の面と実質的に相似の面を示し、そして特に前記テーラードアノードコンタ
クト（４１）から実質的に一定の距離にあることを特徴とする、請求項１～４のうちの１
項に記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項６】
　前記カソードコンタクト（５）が前記能動ゾーン（２０）の上方にあり、前記テーラー
ドアノードコンタクト（４１）からの距離が実質的に一定であることを特徴とする、請求
項１～５のうちの１項に記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項７】
　・０．１≦ｒ＜１．７５である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１又は６０％≦Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ＜２．５である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦８０％又は５０％≦Ｄ１／
Ｌ１≦７０％、
　・２．５≦ｒ＜３である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦７０％又は４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦
６０％、
　・３≦ｒ≦５である場合、３０％≦Ｄ１／Ｌ１≦５０％、
であることを特徴とする、請求項１～６のうちの１項に記載のＯＬＥＤデバイス（１００
～１０００）。
【請求項８】
　前記テーラードアノードコンタクト（４１）の抵抗よりも大きい抵抗の、特に導電性層
としての、いわゆる抵抗性アノード電気コンタクト（４２）が、前記テーラードアノード
コンタクト（４１）に連結していること、及び、０．１と５の間にある前記ｒ比が、０．
１～５の範囲のｒ’比＝Ｒ２／Ｒ１’（ここでのＲ１’はアノード（１）と抵抗性アノー
ドコンタクト（４２）の集合体の等価シート抵抗である）と取り替えられていることを特
徴とする、請求項１～７のうちの１項に記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項９】
　前記第１端部（２１）と前記第２端部（２２）が前記能動ゾーン（２０）の長手方向の
端部であることを特徴とする、請求項１～８のうちの１項に記載のＯＬＥＤデバイス（１
００～１０００）。
【請求項１０】
　前記ｎ個の積重体のうちの一部のものの能動ゾーン、又は前記ｎ個の積重体の能動ゾー
ンが、同様の大きさのものであることを特徴とする、請求項２～９のうちの１項に記載の
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ＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項１１】
　前記カソード（３）が透明又は半反射性であり、前記反射体（６）が前記カソード（３
）の上方に、前記第１主面から離れて、特に金属の、反射被覆要素（６１）を含み、当該
反射被覆要素（６１）がいわゆるインサートの電気絶縁要素（７）によって前記カソード
から切り離されていること、及び、当該インサート（７）に隣接した前記第１カソードコ
ンタクト（５）が、好ましくは前記反射体（６）の一部を形成していて、好ましくは前記
反射被覆要素（６１）と接触しあるいは電気的に結合していることを特徴とする、請求項
１～１０のうちの１項に記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項１２】
　前記第１カソードコンタクト（５）が前記反射被覆要素（６１）と同じ材料を基礎材料
とし、好ましくはアルミニウムを基礎材料としており、特に前記第１カソードコンタクト
（５）と前記反射被覆要素（６１）が連続層により形成されており、好ましくは前記カソ
ードコンタクト（５）が前記カソード（３）と同じ材料を基礎材料としていることを特徴
とする、請求項１１記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項１３】
　前記連続層が前記カソード（３）と同じ材料、特にアルミニウム、を基礎材料としてい
ることを特徴とする、請求項１２記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項１４】
　前記カソードがアルミニウムを基礎材料とする層を含み、前記第１カソードコンタクト
がアルミニウムを基礎材料とする層を含むことを特徴とする、請求項１～１３のうちの１
項に記載のＯＬＥＤデバイス（１００～１０００）。
【請求項１５】
　前記反射体が、前記カソードコンタクトに隣接したブラッグミラーを含み、前記カソー
ドコンタクトが前記反射体の一部を形成していることを特徴とする、請求項１～１０のう
ちの１項に記載のＯＬＥＤデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の対象は、背面発光型有機発光ダイオードデバイスである。
【背景技術】
【０００２】
　公知の有機発光システム又はＯＬＥＤ（「有機発光ダイオード」）は、電気伝導性薄層
の形態でそれを囲う電極によって電気を供給される有機発光層の積重体を含む。２つの電
極間に電圧をかけると、有機層に電流が流れ、かくしてエレクトロルミネッセンスによっ
て光が発生する。
【０００３】
　背面発光型ＯＬＥＤデバイス（又は「底面」型ＯＬＥＤ）では、上部電極すなわちカソ
ードは典型的には０．１Ω／□以下のシート抵抗を有する反射性金属層であり、下部電極
すなわちアノードは、放射光を通過させるガラス又はプラスチック基材上に被着された、
数桁高いシート抵抗の透明層である。
【０００４】
　国際公開第９９／０２０１７号パンフレットでは、アノードとカソードとのシート抵抗
の非常に大きな差異が輝度の不均一性、耐久時間及び信頼性の減少を、特に大きなサイズ
のデバイスについて、同時にもたらすことに注目されている。従って、所与のシート抵抗
Ｒ１の透明アノード及び同様に所与のシート抵抗Ｒ２を有するカソードを有する有機発光
ダイオードデバイスであって、ｒ比＝Ｒ２／Ｒ１が０．３と３の間であるデバイスが提案
されている。
【０００５】
　一例として、アノードはシート抵抗１０オームのＩＴＯの層であり、カソードはシート



(5) JP 2015-503823 A 2015.2.2

10

20

30

40

50

抵抗９．９オームのイッテルビウムの薄層であり、すなわちｒはほぼ１である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第９９／０２０１７号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、均一性の増加はなおも最善ではなく、全てのＯＬＥＤ構造にとって確実
でもない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　従って、本発明の対象は、第一に、第１主面を有する透明基材を含んでなるいわゆるＯ
ＬＥＤ有機発光ダイオードデバイスであり、前記第１主面から始まって、
　・透明で、好ましくは少なくとも１つの電気伝導性層を含んでなるアノードであり、所
与のシート抵抗Ｒ１、特にＲ１が３０Ω／□未満、又は実際において１５Ω／□以下、又
は更には１０Ω／□以下のアノードであって、所与のアノード面を有し、アノード面の特
性寸法が好ましくは少なくとも２ｃｍ、又は実際において５ｃｍであるアノードを形成し
ている、（例えば第１面の直上又は副層上の）下部電極、
　・アノードの上方の有機発光システム、
　・有機発光システムの上方（又は実際において該システムの直上）のカソードであり、
好ましくは電気伝導性層を含み、所与のシート抵抗Ｒ２を有し、好ましくは一定の所与の
厚さのカソードであって、ｒ比＝Ｒ２／Ｒ１が０．１～５の範囲であるカソードを形成し
ている上部電極、
をこの順序で含んでなる積重体を含む透明基材を含んでなるＯＬＥＤ有機発光ダイオード
デバイスであって、アノード、有機発光システム及びカソードが共通のいわゆる能動ゾー
ン（非常に不透明ならばいかなる任意選択的な内側アノードコンタクトも除いて、照射面
に対応する）を画定しているＯＬＥＤ有機発光ダイオードデバイスである。
【０００９】
　このＯＬＥＤデバイスは更に次のものを含む。
　・能動ゾーンの第１端部に沿って、例えば第１端部の全体に沿って、あるいは一群の隣
り合った端部（第１端部を含めて）に沿って、特に能動ゾーンの内周及び／又は外周にお
ける、第１テーラードアノード電気コンタクト、あるいは実際において複数のテーラード
アノード電気コンタクト。
　・テーラードアノード電気コンタクトとオフセットしていて、コンタクト面と称される
所与の面を有する第１カソード電気コンタクト（好ましくは単一の）。
【００１０】
　各テーラードアノードコンタクト（特に第１テーラードアノード電気コンタクト）の（
大部分の、又は実際において８０％の、あるいは最良において任意の）箇所Ｂ１について
言うと、前記箇所Ｂ１と前記箇所Ｂ１に最も近いコンタクト面の箇所Ｃ１との間の距離Ｄ
１を規定するとともに、前記箇所Ｂ１と、Ｃ１を通過して能動ゾーンの前記第１端部と反
対側の第２の端部の箇所Ｘ１との間の距離Ｌ１を規定していて、以下の基準、すなわち、
　・０．１≦ｒ＜１．７５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ＜２．５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜９０％、又は
　・２．５≦ｒ＜３である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜８０％、
　・あるいは３≦ｒ≦５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜７０％、
が規定される。
【００１１】
　最後に、このＯＬＥＤデバイスは、有機発光システムの上方に、第１面から離れて、能
動ゾーンを覆う反射体を含んでなる。
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【００１２】
　このようなデバイスは、特にカソードコンタクトとアノードコンタクトの配置により直
列に接続することができる。
【００１３】
　本発明の対象はまた、第１主面を有する透明基材を含んでなるいわゆるＯＬＥＤ有機発
光ダイオードデバイスであり、前記第１主面から始まって、
　・透明で、好ましくは少なくとも１つの電気伝導性層を含む、所与のシート抵抗Ｒ１の
アノードを形成している、（例えば第１面の直上又は副層上の）下部電極、
　・アノードの上方の有機発光システム、
　・有機発光システムの上方のカソードであり、好ましくは電気伝導性層を含み、所与の
シート抵抗Ｒ２を有し、好ましくは一定の所与の厚さのカソードであって、ｒ比＝Ｒ２／
Ｒ１が０．１～５の範囲であるカソードを形成している上部電極、
をこの順序で含んでなる積重体を２以上の数のｎ個含む透明基材を含んでなり、アノード
、有機発光システム及びカソードが共通のいわゆる能動ゾーンを画定しているＯＬＥＤ有
機発光ダイオードデバイスであって、
　・能動ゾーンの第１端部に沿って、第１テーラードアノード電気コンタクト、あるいは
実際において複数のテーラードアノード電気コンタクト、
　・テーラードアノード電気コンタクトとオフセットしていて、コンタクト面と称される
所与の面を有する第１カソード電気コンタクト（好ましくは単一の）、
を含むＯＬＥＤ有機発光ダイオードデバイスである。
【００１４】
　各テーラードアノードコンタクト（特に第１テーラードアノード電気コンタクト）の（
大部分の、又は実際において８０％の、あるいは最良において任意の）箇所Ｂ１について
言うと、前記箇所Ｂ１と前記箇所Ｂ１に最も近いコンタクト面の箇所Ｃ１との間の距離Ｄ
１を規定するとともに、前記箇所Ｂ１と、Ｃ１を通過して能動ゾーンの前記第１端部と反
対側の第２の端部の箇所Ｘ１との間の距離Ｌ１を規定していて、以下の基準、すなわち、
　・０．１≦ｒ＜１．７５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ＜２．５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜９０％、又は
　・２．５≦ｒ＜３である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜８０％、あるいは
　・３≦ｒ≦５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜７０％、
が規定される。
【００１５】
　最後に、このＯＬＥＤデバイスは、有機発光システムの上方に、第１面から離れて、能
動ゾーンを覆う反射体を含んでなる。
【００１６】
　従って、０．１≦ｒ＜１．７５の場合、Ｄ１がＬ１未満（Ｄ１／Ｌ１＜１００％）なら
ば、第１カソード電気コンタクトは能動ゾーンの上方に配置されて、能動ゾーンの上方の
カソードの領域を部分的に被覆する（第１端部の反対側の第２端部のところまで延在して
）。Ｄ１がＬ１以上ならば、第１カソード電気コンタクトは能動ゾーンの外周において第
２端部に沿って（例えば能動ゾーンから突出するカソードゾーンに）配置される。
【００１７】
　ｒのそのほかの範囲については、第１カソード電気コンタクトは能動ゾーンの上方に配
置され、能動ゾーンの上方のカソードの範囲を部分的に被覆する（第１端部の反対側の第
２端部のところまで延在して）。
【００１８】
　より厳密に言えば、Ｄ１は、Ｂ１と、アノード上への又はより良好にはアノードに平行
なＢ１を通過する平面へのＣ１の（垂直）投影点との距離であるが、ＯＬＥＤの高さが小
さいことを考慮して、先に規定した基準がこれによって変更されることはない。
【００１９】
　そして同様により厳密に言えば、Ｌ１は、Ｂ１と、アノードに平行なＢ１を通過する平
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面におけるＣの垂直投影点を通過するＸ１（アノードに平行なＢ１を通過する平面におけ
るＸ１）との距離であるが、ＯＬＥＤの高さが小さいことを考慮して、先に規定した基準
がこれによって変更されることはない。
【００２０】
　従って、Ｄ１及びＬ１をアノードに平行なＢ１を通過する平面で定義することが好まし
いであろう。
【００２１】
　透明な基材は一体式（積重体の全部又は一部に対して共通）でよく、あるいは複数の個
片（例えば、積重体ごとの支持体であり、ｎ個の支持体を突き合わせて基材を形成する）
でもよい。
【００２２】
　本発明によれば、「テーラード（ｔａｉｌｏｒｅｄ）アノードコンタクト」（すなわち
第１テーラードアノードコンタクト、そしてまたその他のテーラードアノードコンタクト
）は、ＯＬＥＤが作動中であるときに電圧がテーラードコンタクトのどの箇所でも同じで
あるように十分な導電性を有する電気コンタクトを意味するものである。この導電性の結
果、テーラードコンタクトの２つの箇所間で、これらの２つの箇所の近傍における輝度の
ばらつきは５％未満となる。従って、テーラードアノードコンタクトの役割はその面全体
にわたって同一の電位を分布させることである。
【００２３】
　本発明によれば、第１カソード電気コンタクトは更に、ＯＬＥＤが作動中であるときに
電圧が第１カソードコンタクトのどの箇所でも同じであるように十分な導電性を有する。
この導電性の結果、このカソードコンタクトの２つの箇所間で、これらの２つの箇所の近
傍における輝度のばらつきは５％未満となる。従って、このカソードコンタクトの役割は
その面全体にわたって同一の電位を分布させることである。
【００２４】
　本発明の目的は、所与のＲ１のアノード及び所与の有機層抵抗ｒｏｒｇを有し、特に単
一の端部又は直列のＯＬＥＤ上に所定の形態のアノードコンタクトを有し、不可欠の輝度
の均一性の基準を満足する、可能である最大のＯＬＥＤを製造することである。
【００２５】
　本出願人は、アノード及びカソードの接続の位置、特にそれらの互いに関する位置決め
が、それらの形状と同様に重要であることに言及しておく。従って、均一性の真の増加の
ためには、
　・アノードコンタクトを慎重に選択すること、特にそれらの位置及びそれらの抵抗を慎
重に選択すること（それらが要求どおりに製作されるように）、
　・第１カソードコンタクトを正確に配置すること、
　・そして第１カソードコンタクトをテーラードアノードコンタクトから十分に離すこと
、
が重要である。
【００２６】
　このようにして、照射面全体にわたってカソードとアノードとの間の可能な限り最も一
定の電位差が得られる。
【００２７】
　Ｄ１は、箇所Ｂ１がどのようなものであっても一定であることができ、あるいは、ｒ比
の選択に大きく依存する本発明によるＤ１／Ｌ１比を保持しながら変化してもよい。
【００２８】
　第１カソードコンタクトは、能動ゾーンにおいて、少なくともテーラードアノードコン
タクトの方向に能動ゾーンの端部に向かって、延在することができる。
【００２９】
　Ｄ１／Ｌ１の任意選択的な上限は、本発明による第１カソードコンタクトが点状タイプ
のコンタクトから逸脱することを想起させる。
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【００３０】
　能動ゾーンの中央ゾーンの一部を不均一なままにするカソードコンタクトは、本発明に
従うものではない。反例として、
　・第１アノード領域の中央ゾーンで間隔が開きすぎている複数の部分におけるカソード
コンタクト、
　・細すぎるフレーム又は環状部を形成する中抜けカソードコンタクト、
を挙げることができる。
【００３１】
　更に、別の反例のカソードコンタクト（本発明に従わない）は、（幅Ｄ１の）能動ゾー
ンの内周だけ又は能動ゾーン全体を占める抵抗性あるいはテーラードコンタクトのネット
ワーク、例えば格子又は平行バンドである。
【００３２】
　特に能動ゾーンの上方の、本発明による第１カソードコンタクトは、点状タイプのコン
タクトでないのが好ましい。
【００３３】
　本発明によるカソードコンタクトは、能動ゾーンの対称性を必ずしも再現するわけでは
ない。
【００３４】
　コンタクト面は、ベタ面、格子状面（等電位を維持するように設計される）であること
ができる。コンタクト面は好ましくは単一の面（１個の個片）であることができ、及び／
又はカソードコンタクトは単一であることができる。
【００３５】
　（実質的に）ベタのコンタクト面（特にアノード上に被着させた層）は面の不連続性を
示すことができるが、等電位の機能を阻害することはできない。
【００３６】
　また、既に述べたように、ベタのコンタクト面は中抜けタイプでないことが好ましい。
【００３７】
　能動ゾーンはベタタイプであることが更に好ましい。
【００３８】
　カソードコンタクトは自立式でカソード上に重ねることができ、例えば１組のワイヤ、
シート状などであることができる。
【００３９】
　好ましくは、第１カソードコンタクトの厚さは一定である。
【００４０】
　その一部のための第１テーラードコンタクトは、ベタの層もしくはメッシュタイプの層
（バンドを形成する緊密な格子など）であることができ、あるいは実際において、例えば
数ｍｍ未満離れた、電流を分配するために十分接近しあった１組の点状アノードコンタク
トであることができる。
【００４１】
　「第１端部に沿って」という表現は広義に解釈すべきであり、テーラードアノードコン
タクトは第１端部の輪郭に従うことができる（内在的に又は表現上、「第１端部と反対側
の第２端部」は広義に解釈され、丸味を帯びた能動ゾーン（ディスク、卵形の輪郭など）
の相対する２つのゾーンを包含する）。
【００４２】
　特に（実質的に）長方形の、第１テーラードコンタクトは、周辺にあることができ、周
辺とは広義に解釈され、従って、
　・第１端部の外周にあり、
　・発光システムにより（及び上方のカソードにより）覆われて、パッシベーション層、
例えばポリイミドによってパッシベーションされ、従って（少なくとも一部分において）
能動ゾーンの内周にある。
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【００４３】
　第１外部周辺テーラードコンタクト及び／又は任意選択的な第２外部周辺テーラードア
ノードコンタクトは、好ましくは第１端部からＬ／１０未満、あるいは実際においてＬ／
２０未満の距離Ｗにあり、Ｌは第１端部と第２端部の間の、好ましくは一定の、距離であ
る。
【００４４】
　好ましくは、周辺にある（任意選択的な第２周辺テーラードアノードコンタクトのよう
に）第１テーラードコンタクトは、第１端部の（実質的に）周辺（内側又は外側の）に沿
って位置し、能動ゾーンの外周から一定の（又はほぼ一定の）距離にある。
【００４５】
　外側及び／又は内側の第１周辺テーラードコンタクトは、第１端部から１０ｍｍ未満、
あるいは実際において５ｍｍ以下、又は実際において（一部において）能動ゾーンの第１
端部上（いずれかの側から突き出した状態）にあるのが好ましい。
【００４６】
　周辺アノード（外側及び／又は内側）の第１周辺テーラードアノードコンタクト又は実
際において任意選択的な他の周辺テーラードアノードコンタクトは、第１端部から１０ｍ
ｍ未満、あるいは実際において５ｍｍ未満、又は実際において（一部において）能動ゾー
ンの第１端部上（いずれかの側から突き出した状態）にあるのが好ましい。
【００４７】
　第１テーラードコンタクトはアノードの上又は下にあることができる。
【００４８】
　第１及び／又は任選択的な第２テーラードアノードコンタクト（特に周辺の）は、実質
的に直線状、曲線状などであることができる。
【００４９】
　典型的には、テーラードアノードコンタクト（延在する、あるいは点状の）の幅はｃｍ
のオーダーである。恐らくは、第１テーラードアノードコンタクトを有する能動ゾーンに
おいて出て行く光はない。なぜなら、第１テーラードアノードコンタクトは非常に不透明
であるからである。
【００５０】
　更に、上述の先行技術とは対照的に、許容される輝度レベルは、本発明により反射体に
よって守られる。典型的には、反射体は少なくとも８０％の視感反射率ＲL（有機システ
ムの方に向かって）を有することができる。
【００５１】
　有機発光システムはアノードの上方にあり、すなわち、
　・特に、アノード機能に電気伝導性の任意選択的な平坦化も組み入れることによって、
アノードの直上にあり、
　・さもなければ、能動ゾーンの内側のテーラードアノードコンタクトのパッシベーショ
ンの直上にあり（後述のとおり）、
　・特に、アノード機能に電気伝導性の任意選択的な平坦化も組み入れることによって、
アノードの直上にあり、
　・さもなければ、能動ゾーンの内側の抵抗性アノードコンタクトのパッシベーションの
直上にある（後述のとおり）。
【００５２】
　典型的には、アノード（基材の直上の、又は例えば光抽出のための層によって切り離さ
れたアノード）で覆われた基材は、少なくとも７０％の視感透過率を有することができる
。
【００５３】
　本発明によると、「薄層」とは、厚さが１ミクロン未満、あるいは実際において５００
ｎｍ未満、又は実際において１００ｎｍ未満の層（正確に明記されていなければ単層又は
多層）を意味するものである。
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【００５４】
　本発明によると、「層」とは、はっきりと明記されていなければ、単層又は多層を意味
するものである。
【００５５】
　カソードは、特に製造方法に応じた公差で、例えば薄層を被着するタイプの場合±１０
％の公差で、一定の所与の厚さであるのが好ましい。
【００５６】
　本発明によるＯＬＥＤは、例えば能動ゾーンの長さ又は直径が少なくとも１０ｃｍ、又
は実際において１５ｃｍであることができるような特性寸法、すなわち最大の寸法も、照
明することを特に目的とする。
【００５７】
　アノードとカソードとの電位差が照明に適するように、特にＶｃとなるように、電位Ｖ
ｃで電気の供給を受けるカソードは、接地される。
【００５８】
　従来型の厚いカソードが理想的であると考えられており、つまりそれは自身でカソード
コンタクト（カソードのあらゆる箇所で等電位）を形成する。本発明は、カソードのシー
ト抵抗Ｒ２の増加及びコンタクト面に関する基準によってそのようなカソードから区別さ
れる。
【００５９】
　カソードコンタクトは、特に１．７５≦ｒである場合、能動ゾーンの上方にある。ある
いはカソードコンタクトは、ｒ＜１．７５である場合、能動ゾーンの外側にあることがで
きる。
【００６０】
　好ましくは、能動ゾーンの上方にある第１カソードコンタクトは能動ゾーンの面に対し
て（実質的に）相似の面を有することができ、及び／又は、特にテーラードアノードコン
タクトに（実質的に）平行な、テーラードアノードコンタクトから（実質的に）一定の距
離にあることができる。
【００６１】
　能動ゾーンが正方形又は長方形の場合、カソードコンタクトは正方形又は長方形であり
、あるいは能動ゾーンが円形の場合、第１カソードコンタクトは第１端部に面する丸味を
帯びた端部を示す。
【００６２】
　更に良好な均一化のためには、
　・０．１≦ｒ＜１．７５である場合、４０％＜Ｄ１／Ｌ１、あるいは実際において６０
％≦Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ＜２．５である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦８０％、あるいは実際にお
いて５０％≦Ｄ１／Ｌ１≦７０％、
　・２．５≦ｒ＜３である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦７０％、あるいは実際において４
０％≦Ｄ１／Ｌ１≦６０％、
　・３≦ｒ≦５である場合、３０％≦Ｄ１／Ｌ１≦５０％、
であるのが好ましい。
【００６３】
　ＯＬＥＤデバイスは、第１テーラードアノードコンタクト及び／又は任意選択的なテー
ラードアノードコンタクトに連結された、テーラードアノードコンタクトの抵抗より大き
な抵抗の、１以上のいわゆる抵抗性アノード電気コンタクト、場合により相互接続された
抵抗性コンタクトを、特に電気伝導性層として含んでもよい。
【００６４】
　そして０．１～５の範囲のｒ比＝Ｒ２／Ｒ１は、この場合０．１～５の範囲のｒ’ 比
＝Ｒ２／Ｒ１’と取り替えられ、ここでのＲ１’は能動ゾーンにおけるアノード／抵抗性
コンタクト集合体の等価シート抵抗であり、Ｄ１／Ｌ１比は保持される。
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【００６５】
　当然ながら、以下のこと、すなわち、
　・０．１≦ｒ’＜１．７５である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１、あるいは実際において６
０％≦Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ’＜２．５である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦８０％、あるいは実際に
おいて５０％≦Ｄ１／Ｌ１≦７０％、
　・２．５≦ｒ’＜３である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦７０％、あるいは実際において
４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦６０％、
　・３≦ｒ’≦５である場合、３０％≦Ｄ１／Ｌ１≦５０％、
であることが好ましい。
【００６６】
　抵抗性コンタクトは、作動中に抵抗性コンタクトの特定の箇所がテーラードアノードコ
ンタクトの電位とは絶対的な関係として５％超、又は実際において少なくとも１０％もし
くは更には２０％異なる電位Ｖｒであるような抵抗を有するものである。
【００６７】
　従って、アノードの包括的抵抗を、抵抗性コンタクトの抵抗を透明アノード層の抵抗と
並列に配置したものとして定義することができる。
【００６８】
　抵抗性コンタクトは、テーラードコンタクトと同一の材料のものでよいが、但しそれよ
れよりもはるかに微細で、例えば１ｍｍ未満でよい。
【００６９】
　美的目的のためには、能動ゾーンに１以上のテーラードアノードコンタクトのないＯＬ
ＥＤデバイス、又は実際において能動ゾーン中に１以上の抵抗性アノードコンタクト（概
してかなり微細であったとしても）のないＯＬＥＤデバイスが好ましいかもしれない。
【００７０】
　アノードコンタクト（テーラード又は抵抗性）は、０．２μｍと１０μｍの間の厚さの
層の形態であることができ、好ましくは次の金属、すなわちＭｏ、Ａｌ、Ｃｒ、Ｎｂのう
ちの１つ、又はＭｏＣｒ、ＡｌＮｂなどの合金の単層の形態、あるいはＭｏ／Ａｌ／Ｍｏ
もしくはＣｒ／Ａｌ／Ｃｒなどの多層の形態であることができる。
【００７１】
　それは、シルクスクリーン印刷された銀のバスバー（銀エナメル）又はインクジェット
によって被着させたものであってもよい。
【００７２】
　アノード上のかなり微細なメッシュの抵抗性電気コンタクト、典型的には正方形の金属
ネットワーク又はハニカムによって、アノードのＲ１を減少させることは既に知られてい
る。
【００７３】
　ストランドは、幅がほぼ５０～１００μｍ程度のものであり、ネットワークのピッチは
一般に１／５ｍｍであり、従って１％と５％の間の閉塞をもたらす。
【００７４】
　Ｒ１’は例えば０．５Ωから５Ωまで変わり得る。実際には、Ｍｏ又はＣｒ（１００ｎ
ｍ）／Ａｌ（５００ｎｍ～１０００ｎｍ）／Ｍｏ又はＣｒ（１００ｎｍ）の多層を、例え
ば１４０ｎｍのＩＴＯ上に被着させる。この多層をその後、一般にはフォトリソグラフィ
ー法で化学的にエッチングして、抵抗性コンタクトと、所望に応じて同じ物質であるがも
っと幅の広いテーラードアノードコンタクトを形成する。
【００７５】
　こうしてアノードのレベルでは、あらゆることが、あたかもアノードと抵抗性アノード
コンタクトとを並列に配置しているのと同等の抵抗のアノードが存在しているかのように
起こる。
【００７６】
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　この場合、抵抗性アノードコンタクトでは、ＯＬＥＤの端部から離れるにつれ電圧が次
第に減少する。
【００７７】
　同様に、第１カソードコンタクトと連結された１以上のカソード抵抗性コンタクトが、
例えば電気伝導性層として、存在してもよく、抵抗性コンタクトは所望に応じて相互接続
され、特に第１カソードコンタクトとＯＬＥＤの端部との間のゾーン全体にわたって分布
している。
【００７８】
　この場合、Ｒ２はカソードと抵抗性コンタクトとの集合体の等価シート抵抗に相当する
。
【００７９】
　抵抗性コンタクトは、例えば、作動中に抵抗性コンタクトの特定の箇所が第１カソード
コンタクトの電位Ｖと絶対的な関係として２％超、又は実際において少なくとも４％もし
くは更には８％異なる電位Ｖｒであるような抵抗を有するものである。
【００８０】
　第１テーラードアノードコンタクトは、特に単一の、延在するコンタクトであることが
でき、あるいは第１テーラードアノードコンタクトは点状タイプのコンタクトであり、点
状タイプの他のテーラードアノードコンタクトが第１端部を覆って配分される。
【００８１】
　第１端部と第２端部は、好ましくは、能動ゾーンの長手方向の端部（一番長い）である
。第１及び第２端部に隣接した端部にはテーラードアノードコンタクトはないのが好まし
い。テーラードアノードコンタクトは、能動ゾーンの半分未満の距離にわたり、（少なく
とも）第１端部を覆って延在するのが好ましい。
【００８２】
　正方形又は長方形タイプの能動ゾーンについては、テーラードアノードコンタクトは、
好ましくは最長の、単一の端部を覆って延在するのが好ましい。
【００８３】
　カソードコンタクトが外側の場合には、その形状はそれほど問題とならない。好ましく
は、それは第２端部に接近し（あるいは実際において第２端部と接触し）それと平行して
位置する。
【００８４】
　丸味を帯びた能動ゾーンについては、アノードコンタクトとカソードコンタクトは、カ
ソードコンタクトが外側の場合、丸括弧タイプのものである。あるいは、アノードコンタ
クトはＣ字状であり、内側のカソードコンタクトは、特にアノードコンタクトのＣの字か
ら一定の距離にある、Ｃ字状である。
【００８５】
　これは、第１及び第２端部が「過度に」近接する三角形タイプの能動ゾーンの形状を回
避する。対称タイプの能動ゾーンが好ましい。
【００８６】
　能動ゾーンは、正方形又は長方形のバンド、（実質的に）直線状、平行又は曲線状のバ
ンドを形成することができる。
【００８７】
　ｎ個の積重体の場合には、能動ゾーンは、例えば、少なくとも１つの所与のいわゆる接
続方向Ａに沿って整列し、あるいは例えば太陽などのような別の形状に従って延在する。
【００８８】
　ｎ個の積重体の、特にベタの、能動ゾーンは、同様の大きさであるのが、特に表面積Ｓ
±１０％に等しいのが、好ましく、且つ能動ゾーンは同様の形状であるのが好ましい。第
１端部と第２端部との間隔は、好ましくは（実質的に）一定であり、例えばＧ±１０％の
値に等しい。
【００８９】
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　能動ゾーン間の間隔は、５００μｍ未満に、特に１００μｍと５００μｍの間に、最小
化するのが好ましい。
【００９０】
　能動ゾーンの間には、反射体を延在させることが可能である。
【００９１】
　オフ状態において、反射体がｎ個の積重体の集合全体の上に（従って途切れなしに）ミ
ラーを形成するように配置することが可能である。
【００９２】
　能動ゾーンは、好ましくは、幾何学的形状、床張りのような層（長方形、正方形、ハニ
カムなど）である。
【００９３】
　更に、Ｒ２を調整することから、カソードは透明又は半反射性であることができ、特に
８０％未満、又は実際において６０％以下、又は実際において５０％以下の反射率ＲＬを
有するものであることができる。
【００９４】
　カソードは、放射光が、好ましくは過度に吸収されずに、通過するのを可能にする。
【００９５】
　第１の構成（透明又は半透明のカソードを有する）において、反射体は、好ましくは金
属の、反射被覆要素、特に（薄い）層を、第１主面から離れたカソードの上に含むことが
でき、この被覆要素は、特に層状の、電気絶縁要素、いわゆるインサートによってカソー
ドから切り離される。
【００９６】
　インサートに隣接した第１カソードコンタクトは、反射体の一部を形成することもでき
、好ましくは反射被覆要素と接触するか、又は実際においてそれと電気的に結合される。
【００９７】
　反射被覆要素は、次のもの、すなわち、
　・インサート上に、又はインサートに対して重ねられた（好ましくは光学的に接触した
）カウンター要素（ガラス、プラスチックフィルムなど）の内面上に、物理的気相成長に
よって被着された層、
　・Ｃｕ、ステンレス鋼、Ａｌ、Ａｇなどの金属シート、 
であることができる。
【００９８】
　好ましくは層状である反射被覆要素は、Ａｌ、Ａｇ、Ｃｕ、Ｍｏ、Ｃｒから選択される
少なくとも１種の金属を基礎材料とする。
【００９９】
　インサートは、放射光が、好ましくは過度に吸収されずに、通過するのを可能にするよ
うに選択することができる。例えば、インサートは透明であり、好ましくはＴＬ＞９０％
のものであって、非常に非吸収性であり、特にＡ＜３％である。
【０１００】
　インサートは、次のもの、すなわち、
　・薄層カソード上に物理的気相成長によって被着された、又は実際において反射体がプ
レート（ステンレス鋼など）などである場合には接着剤によって被着された、層、
　・空気、この場合反射体は能動ゾーンの周辺のスペーサーによって切り離される、
　・オーバーレイフィルム、例えばラミネーションインサート（ＰＶＢタイプ）、
であることができ、そして反射体は例えば反射層を有するガラス基材である。
【０１０１】
　インサートは、
　・無機物であり、好ましくは窒化物、酸化物、酸窒化物から選択される無機物、例えば
窒化ケイ素であり、
　・又は樹脂であり、例えばＯＬＥＤの端部をパッシベーションするための樹脂と同一の
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　・及び／又は任意選択的に、例えば、バインダー中に、特に無機物中に、拡散用粒子、
特に無機物を添加することによって、拡散する、
（単）層（特に１００ｎｍ未満の厚さのものであり、厚さはその吸収率に応じて調節され
る）を含んでなるか、又は実際においてそのような（単）層からなるのが好ましい。
【０１０２】
　好ましくは、この第１の構成においては、第１カソードコンタクトは金属被覆要素と同
じ材料に基づく層を含み、それはアルミニウムに基づく層であるのが好ましい。
【０１０３】
　カソードコンタクトは、次のもの、すなわち、
　・カソード上に被着した層：導電性接着剤、所望の形状に従いインクジェット又はシル
クスクリーン印刷によって被着した層、ＰＶＤにより被着し必要に応じパターン化した薄
層、はんだ接合又は溶接などにより被着した薄層、
　・及び／又は所定の形状を有するオーバーレイフィルム：ホイルリーフなど、
であることができる。
【０１０４】
　好ましくは層状のカソードコンタクトは、好ましくはＡｌ、Ａｇ、Ｃｕ、Ｍｏ、Ｃｒか
ら選択される少なくとも１種の金属を基礎材料とする。
【０１０５】
　特に、カソードコンタクト及び被覆要素は、特にインサート（層状の）及びカソード上
の、連続層によって形成することができる。好ましくは、カソードコンタクト、及び実際
において当該連続層は、カソードと同じ材料、特にアルミニウムを基礎材料とする。
【０１０６】
　このようにして、オフ状態で、連続層はミラーを形成することができ、そしてカソード
コンタクトは被覆要素と識別されない。
【０１０７】
　被覆要素及びカソードコンタクト（そして更にはカソードあるいはインサート）のため
には単一の被着技術（例えば、物理的気相成長ＰＶＤ、特に陰極スパッタリング又は蒸着
）を、あるいは実際において更に被覆要素及びカソードコンタクトのために層を被着する
単一の工程を、使用することが望ましいであろう。
【０１０８】
　より広く言うと、カソードのために考えられる材料としては、
　・金属：アルミニウム、ベリリウム、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、バ
リウム、ランタン、ハフニウム、インジウム、ビスマス、
　・及びランタニド：セリウム、プラセオジム、ネオジム、サマリウム、ユウロピウム、
ガドリニウム、テルビウム、ジスプロシウム、ホルミウム、エルビウム、ツリウム、イッ
テルビウム、及びルテチウム、
を挙げることができる。
【０１０９】
　特に好ましいのは、アルミニウム、銀、バリウム、カルシウム、サマリウムであり、こ
れらは多くの場合、それらの仕事関数が小さいために用いられる。
【０１１０】
　下記の表１は、次のものを提示している。
　　アルミニウム（選択された厚さに応じて透明又は半透明であり得る）のＲ２。
　　選択された厚さに応じて透明又は半透明であり得る、９００ｎΩ・ｍの抵抗率（単位
質量当たり）のサマリウムのＲ２。
　　選択された厚さに応じて透明又は半透明である、３３２ｎΩ・ｍの抵抗率（単位質量
当たり）のバリウムのＲ２。
【０１１１】
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【表１】

【０１１２】
　Ｒ２は、１Ω／□以上、又は実際において３Ω／□以上で、２０Ω／□未満であるのが
好ましい。
【０１１３】
　好ましい様式においては、カソードは少なくとも１種の金属、好ましくはＡｌ及びＡｇ
から選択される金属、を基礎材料とし、任意選択的に当該金属層の下にある、例えば厚さ
３ｎｍ未満の、ＬｉＦの層を有する。
【０１１４】
　特に、カソードは、アルミニウムに基づく層を含むことができ、あるいは実際において
アルミニウムに基づく層から構成され、そしてカソードコンタクトはアルミニウムに基づ
く層であって、例えばアルミニウムのカソード層上の厚くなった部分を形成する。
【０１１５】
　第２の構成（透明又は半透明のカソードを有する）においては、反射体はブラッグミラ
ーであり、ブラッグミラーはカソード上にカソードコンタクトに隣接して配置され、そし
てカソードコンタクトが反射体の一部を形成する。
【０１１６】
　ブラッグミラーは、ＴｉＯ２、ＺｒＯ２、Ａ１２Ｏ３、Ｓｉ３Ｎ４などの大きい屈折率
ｎ１の薄層と、ＳｉＯ２、ＣａＦ２などのそれより小さい屈折率ｎ２の薄層とが交互にな
って形成される積重体として知られる。
【０１１７】
　例えば、屈折率ｎ２－ｎ１の差分は少なくとも０．３、好ましくは少なくとも０．６で
あり、そして積重体は、少なくとも２つの高屈折率層と２つの低屈折率層とを含んでなる
。
【０１１８】
　こうして、５７０ｎｍ付近を中心とする波長のＯＬＥＤについて、多層積重体ＴｉＯ２
　６０ｎｍ／ＳｉＯ２　９５ｎｍ、又は実際において任意選択的にこの多層積重体の重ね
合わせを想定することが可能である。
【０１１９】
　ＯＬＥＤのためにブラッグミラーを使用することは当業者に周知であり、当業者は場合
により以下の刊行物を参照することができる。
　・Appl. Phys. Lett. 69, 1997 (1996); Efficiency enhancement of microcavity org
anic light emitting diodes; R. H. Jordan, A. Dodabalapur, and R. E. Slusher。
　・JOSA B, Vol. 17, Issue 1, pp. 114-119 (2000), Semitransparent metal or distr
ibuted Bragg reflector for wide-viewing-angle organic light-emitting-diode micro
cavities; Kristiaan Neyts, Patrick De Visschere, David K. Fork, and Greg B. Ande
rson。
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【０１２０】
　カソードコンタクトはブラッグミラーに接してもよい。
【０１２１】
　カソードコンタクトは、例えば能動ゾーンから突き出してカソード接続部のゾーンを形
成しているその端部の１つによって接続される。
【０１２２】
　次に、本発明を、非限定的な例及び図面を活用して更に詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】図１は本発明による第１の有機発光デバイスの模式断面図である。
【図１ａ】図１ａは図１のＯＬＥＤデバイスの上方からの模式図である。
【図１ｂ】図１ｂは本発明によって得られる輝度の均一性のグラフである。
【図１ｃ】図１’は本発明による第２の有機発光デバイスの模式断面図である。
【図１ｄ】図１’ａは図１’のＯＬＥＤデバイスの上方からの模式図である。
【図２】図２は本発明による第３の有機発光デバイスの模式断面図である。
【図２ａ】図２ａは図２のＯＬＥＤデバイスの上方からの模式図である。
【図３】図３は４つの積重体を直列につないだ本発明による第４のＯＬＥＤデバイスの模
式断面図である。
【０１２４】
　明確にするために、図示した物品の様々な構成要素（角度を含む）は原寸に比例して模
写されていないことを述べておく。
【発明を実施するための形態】
【０１２５】
　図１は、意図して非常に模式的であるが、基材を通して発光する又は「底面発光型」の
有機発光デバイスを断面で表している。
【０１２６】
　このＯＬＥＤデバイス１００（直列に容易に接続可能）は、第１主面を有する透明基材
であって、当該第１面から始まって、
　・透明で、少なくとも１つの電気伝導性層を含む、所与のシート抵抗Ｒ１のアノード１
を形成している下部電極、例えばＴＣＯ、又は銀を基礎材料とする積重体、
　・アノードの上方の有機発光システム２（ＨＴＬ及びＥＴＬ層を含む）、
　・有機発光システムの上方にあって、電気伝導性層を含み、一定の所与の厚さの所与の
シート抵抗Ｒ２の透明又は半反射性のカソード３を形成している上部電極、
をこの順序で含んでなる積重体を含む透明基材を含み、ｒ比＝Ｒ２／Ｒ１は０．１～５の
範囲にあって、当該積重体が共通のいわゆる能動ゾーン２０を画定している。
【０１２７】
　電位Ｖ、例えば４Ｖ又は１０Ｖが、第１周辺アノード電気コンタクト４１、例えば金属
の（多）層を介して、アノード１の境界で印加される。それは、第１テーラードアノード
コンタクト４１と称され、つまり、作動中にあらゆる箇所が第１電位Ｖであるように調整
された電気抵抗を有するものである。
【０１２８】
　第１テーラードコンタクト４１は、ここでは能動ゾーン２０の外側の、能動ゾーンの第
１の長手方向の端部２１にある。
【０１２９】
　このように、本発明は、２つの電極間で可能な最も均一な電圧差を維持するように２つ
の電極で起こる電圧降下が互いに補償し合うようなやり方で、ｒ比と２つの電極上への電
気的接続部の幾何学的形状の両方が調節されるＯＬＥＤモジュールからなる。
【０１３０】
　第１テーラードアノードコンタクト４１の任意の箇所Ｂ１について言うと、前記箇所Ｂ
１と前記箇所Ｂに最も近いコンタクト面の箇所Ｃ１との間の距離Ｄ１を規定するとともに
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、前記箇所Ｂ１と、Ｃ１を通過して能動ゾーンの前記第１端部２１と反対側の第２の長手
方向の端部２２の箇所Ｘ１との間の距離Ｌ１を規定していて、以下の基準、すなわち、
　・０．１≦ｒ＜１．７５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ＜２．５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜９０％、
　・２．５≦ｒ＜３である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜８０％、
　・３≦ｒ≦５である場合、２０％＜Ｄ１／Ｌ１＜７０％、
が規定される。
【０１３１】
　より良好には、
　・０．１≦ｒ＜１．７５である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１、あるいは実際において６０
％≦Ｄ１／Ｌ１、あるいは実際において７０％≦Ｄ１／Ｌ１、
　・１．７５≦ｒ＜２．５である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦８０％、あるいは実際にお
いて５０％≦Ｄ１／Ｌ１≦７０％、
　・２．５≦ｒ＜３である場合、４０％≦Ｄ１／Ｌ１≦７０％、あるいは実際において４
０％≦Ｄ１／Ｌ１≦６０％、
　・３≦ｒ≦５である場合、３０％≦Ｄ１／Ｌ１≦５０％、
である。
【０１３２】
　コンタクト面５は、ベタの面であり、変形実施形態としてそれは格子状である。
【０１３３】
　反射体６は第１主面から離れてカソード３の上方に金属の反射被覆要素６１を含んでな
り、この被覆要素６１は、電気絶縁電気要素７、いわゆるインサートと呼ばれる透明で完
全に非吸収性の、ここでは好ましくは無機物で薄い層、例えば５０ｎｍの窒化ケイ素、に
よってカソード３から隔てられている。
【０１３４】
　インサート７に隣接する第１カソードコンタクト５は反射性であり、従って反射体６の
一部を形成し、好ましくは反射被覆要素６１と接触しているか、又は実際において電気的
に結合されている。
【０１３５】
　カソードコンタクト５は、好ましくは金属の被覆要素６１と同じ材料を基礎材料として
いる。この場合、カソードコンタクト５及び被覆反射体６は、例えば物理的気相成長によ
るインサート７及びカソード３上の連続層によって形成される。好ましくは、この連続層
は、例えば１００ｎｍ、又は実際において５００ｎｍの厚さのアルミニウムを基礎材料と
する。当然ながら、インサート７は、カソードコンタクトのゾーンとなることが意図され
るゾーンに相当するフリーゾーンを残すように被着前に構造化されている。
【０１３６】
　能動ゾーン２０の第２の端部２２は、例えばポリイミド樹脂７１によってパッシベーシ
ョンされる。
【０１３７】
　アノードコンタクト４１は、ここではアノード１上にあり、基材上（又は下層上）に予
め被着されている。しかしながら、アノード２はアノードコンタクト４１の後に同様に良
好に被着させてもよく、電気的結合のためにそれと部分的に重なり合うことができる。
【０１３８】
　変形実施形態として、図示してはいないが、反射体は前記第１カソードコンタクトに隣
接するブラッグミラーを含んでなる。その結果、この反射性のカソードコンタクトは更に
反射体の一部を形成する。ブラッグミラー（誘電材料の）はカソードの直上にあってもよ
い。
【０１３９】
　カソード３は、例えば、特にＲ２が１Ω／□以上、又は実際において３Ω／□以上２０
Ω／□未満、あるいは実際において１０Ω／□未満のアルミニウム層であり、この場合カ
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ソードコンタクトは好ましくは先に述べたようにアルミニウムを基礎材料とする層である
。
【０１４０】
　能動ゾーン２０は、例えば少なくとも５ｃｍ×５ｃｍである。
【０１４１】
　カソードコンタクトは、第２端部２２を越えて能動ゾーンの外側に延在しており、例え
ば既存のコンタクトパッド８１の上に被着されている。
【０１４２】
　ＯＬＥＤデバイス１００は、有機発光システム２の上方に、第１面１０から遠ざかって
、能動ゾーン２０を被覆する反射体６を含む。
【０１４３】
　図１ａは、デバイス１００の上方からの模式図を図示しており、デバイスの構成要素、
すなわち電気的機能を有する構成要素の、一部をより明確に示している。
【０１４４】
　第１テーラードアノードコンタクト４１は、直線状のバンドである。能動ゾーン２０（
ここでは単に破線のその輪郭によって画定されている）は、同様に正方形である。
【０１４５】
　第１及び第２端部２１、２２に隣接する能動ゾーンの端部２３、２４は、テーラードア
ノードコンタクトを備えていない。
【０１４６】
　例として、アノードコンタクト４１の箇所Ｂ１、カソードコンタクト５（ここでは内側
の）に属す一番近い箇所Ｃ１、及び第２端部２２の箇所Ｘ１（アノードに平行なＢ１の平
面における）がプロットしてある。Ｂ１を通り、アノードに平行なＢ１の平面におけるＣ
１の垂直投影点を通過し、且つＸ１を通過する直線が、Ｌ１とＤ１を最もよく定義するの
を可能にする。
【０１４７】
　実際には、第１テーラードコンタクト２１と第１端部２１との間隔は制限される。第１
外部周辺テーラードコンタクトは、好ましくは、第１端部からＬ／１０未満、あるいは実
際においてＬ／２０未満の距離Ｗにあり、Ｌは第１及び第２端部２１及び２２間の、ここ
では一定の距離（Ｌ１に等しい）である。
【０１４８】
　Ｌ＝１５ｃｍ、Ｒｏｒｇ＝１０００Ω・ｃｍ2とし、３Ω／□のアノードを選択して、
輝度の均一性Ｈを、ＯＬＥＤの電源投入電圧より高い所与の電圧で給電されるＯＬＥＤの
最大輝度に対する最小輝度の比として定義する。
【０１４９】
　図１ｂは、様々なｒ比（０．１と４の間）について、均一性Ｈのグラフを図１に示した
デバイス１００のカソードコンタクト５のＤ１／Ｌ１の関数として示している。
【０１５０】
　この図には、ｒ＝０．１、ｒ＝０．５、ｒ＝１、ｒ＝２、ｒ＝３、ｒ＝４についてそれ
ぞれ、均一性Ｈ（％）の６つの曲線Ｆ１～Ｆ６が示されている。
【０１５１】
　これらのＦ１～Ｆ６のグラフから、特にｒの小さい値に向かうと、最適範囲が狭くなる
けれどもＨは良好になる、好適なパラメータ範囲が想起される。
【０１５２】
　Ｈについてのこれらの結果は、典型的に５０Ω・ｃｍ2と１０００Ω・ｃｍ2の間の様々
なＲｏｒｇ、典型的に１Ω／□と１０Ω／□の間の様々なＲ１のアノード、及び任意の他
の大きさの能動ゾーンに関して同様である（同じ傾向をたどる）。
【０１５３】
　例えば、Ｒ１＝８Ω／□のＩＴＯアノード及びＲ２＝２４Ω／□のカソード、あるいは
Ｒ１＝３Ω／□の銀を基礎材料とするアノード及びＲ２＝９Ω／□のカソードに関しては
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、ｒ＝３及びＤ／Ｌ＝５０％を選択する。
【０１５４】
　製作の容易さのために、もっと小さいｒを選択すること、例えばＲ１＝８Ω／□のＩＴ
Ｏアノード及びＲ２＝８Ω／□のカソードで、あるいはＲ１＝３Ω／□の銀を基礎材料と
するアノード及びＲ２＝３Ω／□のカソードで、ｒ＝１及びＤ／Ｌ＝７０％を選択するこ
とも可能である。
【０１５５】
　３Ω／□に等しいＲ１のアノードを製作するためには、例えばＩＴＯなどの透明導電性
酸化物“ＴＣＯ”よりも銀を基礎材料とする積重体の方が好ましい。例えば、国際公開第
２００８／０２９０６０号パンフレット及び国際公開第２００９／０８３６９３号パンフ
レットに記載されている銀を基礎材料とする単層又は銀を基礎材料とする二層積重体を挙
げることができる。
【０１５６】
　カソードを製作するためには、厚さを調節しながらアルミニウムを被着させる。
【０１５７】
　図１’は、本発明による第２の有機発光デバイス１００’の模式断面図である。
【０１５８】
　発明者らは、かなり小さいｒ、例えばｒ＝１と、１００％＜Ｄ／Ｌを選択した。言い方
を変えれば、インサート７と被覆要素６１が能動ゾーン２０の全体を被覆し、カソードコ
ンタクト５’をカソード３の能動ゾーン２０から突き出したゾーンの第２端部２２の外面
に移す。
【０１５９】
　カソードコンタクト５’は、被覆要素６１と接触して、例えば能動ゾーンにあり且つそ
れを越える連続層を形成してもよい。
【０１６０】
　図１’ａは、デバイス１００’の上方からの模式図を図示しており、デバイスの構成要
素、すなわち電気的機能を有する構成要素の、一部をより明確に示している。
【０１６１】
　第１テーラードアノードコンタクト４１は、直線状のバンドである。能動ゾーン２０（
ここでは単に破線のその輪郭によって画定されている）は、長方形である。
【０１６２】
　第１及び第２端部２１、２２に隣接する能動ゾーンの端部２３、２４は、テーラードア
ノードコンタクトを備えていない。
【０１６３】
　実際には、第１テーラードコンタクトと第１端部２１との間隔は制限される。第１外部
周辺テーラードコンタクトは、好ましくは、第１端部からＬ／１０未満、あるいは実際に
おいてＬ／２０未満の距離Ｗにあり、ここでのＬは第１及び第２端部２１及び２２間の距
離である。
【０１６４】
　例として、アノードコンタクト４１の箇所Ｂ１、カソードコンタクト５（ここでは外側
の）に一番近い箇所Ｃ１、及び第２端部２２の箇所Ｘ１（アノードに平行なＢ１の平面に
おける）がプロットしてある。Ｂ１を通り、アノードに平行なＢ１の平面におけるＣ１の
垂直投影点を通過し、且つＸ１を通過する直線が、Ｌ１とＤ１を最もよく定義するのを可
能にする。
【０１６５】
　Ｌ＝１５ｃｍ、Ｒｏｒｇ＝１０００Ω・ｃｍ2とし、３Ω／□のアノードを選択して、
輝度の均一性Ｈを、ＯＬＥＤの電源投入電圧より高い所与の電圧で給電されるＯＬＥＤの
最大輝度に対する最小輝度の比として定義する。
【０１６６】
　図２は、第１のデバイス１００の変形実施形態における本発明による第２の有機発光デ
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バイス１００’の模式断面図である。図２ａは、図２のＯＬＥＤデバイスの上方からの部
分模式図である。
【０１６７】
　第１テーラードアノードコンタクト４１に連結した導電性層として、抵抗性アノード電
気コンタクト４２が追加されている。ここでは、これらの抵抗性コンタクト４２は相互に
接続されてアノード上に（あるいは変形例としてその下に）格子を形成しており、そして
樹脂７１によりパッシベーションされている。
【０１６８】
　従って、照明の良好な均一性を得るために、ｒ比をｒ’ 比＝Ｒ２／Ｒ’１と取り替え
、ここでのＲ’１はアノード／抵抗性アノードコンタクト集合体の等価シート抵抗であり
、すなわちアノードと抵抗性アノードコンタクトとを並列に配置する。
【０１６９】
　抵抗性アノードコンタクト４２は、テーラードコンタクト４１と同一であるがはるかに
微細な、例えば１ｍｍを下回る、材料で作製することができる。例えば、高さ５００ｎｍ
及び幅１００μｍのアルミニウムワイヤを用いて製作される５ｍｍ周期の金属ストランド
の正方形メッシュで、２．７Ω／□の等価シート抵抗を有するシステムを形成する。この
ようなメッシュをシート抵抗２０Ω／□のＩＴＯアノード上に配置する場合、アノードの
等価抵抗（アノードと抵抗性コンタクトとを並列に配置することによって得られる抵抗と
して定義される）は２．４Ω／□となる。このアノード上に、１００Ω・ｃｍ2の有機材
料の垂直抵抗を有する８×８ｃｍ2の正方形能動ゾーンのＯＬＥＤを製作することによっ
て、ＯＬＥＤの端部から４ｃｍに位置する抵抗性コンタクトに近接したところでの照度は
２０％低くなる。５％を上回るこの照度の低下は、ＯＬＥＤの中央でアノードの電圧低下
をもたらして照度の低下をもたらす抵抗性コンタクトの抵抗特性に起因する。
【０１７０】
　第１のデバイスとのもう一つの違いは、第１アノードコンタクト４１が能動ゾーン２０
内に第１端部２１と平行して位置しており、外側にないことである。それはやはり樹脂７
１によってパッシベーションされている。それは、電気的接続のために、端部２４（第１
端部２１に隣接する）から突出している。
【０１７１】
　図３は、本発明による第３の有機発光デバイス１０００の模式断面図である。
【０１７２】
　実際において、このＯＬＥＤデバイスは、第１デバイス１００のタイプの４つのＯＬＥ
Ｄデバイス１００ａ～１００ｂを含み、従って４つの能動ゾーン２０ａ～２０ｄを画定し
て方向Ａに沿って直列につながれた４つの積重体を含む。
【０１７３】
　当然ながら、カソードコンタクトパッド８１が最後のスタック２０ｄの最後の端部上に
配置されている。更に、第１カソードコンタクト５ａが第１能動ゾーン２０ａから張り出
して第２アノード２ｂのアノードコンタクト４１ｂとして機能を果たしており、その他の
カソードコンタクトについても同様である。
【０１７４】
　ここでは、単一の基材１０を用いているが、４つの支持材を用いてＯＬＥＤを互いに突
き合わせることも可能である。
【０１７５】
　好ましくは同一である、能動ゾーンは、直線状のバンドであり、あるいは曲線状のバン
ドであって、幅が一定である。
【０１７６】
　各デバイス１００ａ～１００ｄ間の非反射ゾーンは最小限にするのが好ましい。
【０１７７】
　１００’又は２００タイプのデバイスが直列のＯＬＥＤを製作することも可能である。
丸味を帯びた又は同様の能動ゾーンが直列のＯＬＥＤを製作することも可能である。
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